
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 第二東 中学校 ）     学校番号 ２４０                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 ○笑顔（スマイル）があふれる学校 ○保護者、地域とともにある学校 ○勤めてよかったと思える学校        

          

重 点 目 標 

１ 教育ＤＸに向けた「シン・ＧＩＧＡスクール構想」の実践及び「よい授業」づくり 
２ 生徒指導・教育相談の充実を基盤に、安心・安全に過ごせる学校づくりと確実な管理 
３ 学校運営協議会（コニュニティ・スクール）を中核とした開かれた学校づくりの実現 
４ 使命感をもち、生徒・保護者・地域に信頼される教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

 

学

力

向

上 

（現状） 

○R４全国学力・学習状況調査（国・数・理）は、

全て、全国・県平均と比べ、概ね良好である。 

○R４市学習状況調査（国・数・社・理）におい

て、全学年、市平均をやや下回った。「授業内

容が分かる」と肯定的に回答した生徒の割合

は、市平均をやや上回っている。 

（課題） 

○令和４年度全国学力・学習状況調査から、国語

の「話すこと、読むこと」に無回答率が他と比

べやや高いなど、各教科の分野ごとに分析し、

課題を克服することが必要である。 

○市の学習状況調査から、家庭学習の取り組みが

市平均を下回り、興味・関心を高めるようにす

ることが必要である。 

・一人一台端末

を活用した個

別最適な学び

の実現及び協

働的・探究的

な学びの実現 

 

①ICT を活用し「教える」から「学習者

が主体的に学ぶ」授業を実践する。 

②スタディ・サプリやドリルパーク、デ

ジタル教科書などデジタル教材を活用

し、更に家庭学習の充実を図り、基礎

学力の定着を図る。 

①全ての教科において、一人一台端末や

その他の機器を活用した授業が実施で

きたか。 

②学校評価（生徒）の「授業は、分かり

やすく楽しい」等において肯定的な回

答を８割以上に出来たか。 

 

 

 

  ・ＩＣＴ機器を

活用した、わ

かる授業の工

夫改善と個別

最適な支援の

実践 

 

①エバンジェリストや ICT が得意な教員

を中心とした研修を行ったり、一人一

台端末を効果的に活用した研究授業や

公開授業を実施したりするなど、教職

員同志で共有しながら意識を高め、授

業の質の向上を図る。 

②小中間で授業等を見合い、交流を深

め、授業規律等の工夫改善を図る。 

①学校評価（教職員）項目「教育課程編

成・実施状況」等において、肯定的な

回答を８割以上に出来たか。 

②「よい授業」の４つの因子の平均が市

平均を１ポイント以上上回ることが出

来たか。 
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安

心 

・ 

安

全 

  

（現状） 

○R４市学習状況調査において「学校に行くのが楽

しい」の項目で生徒の肯定的な回答の割合は、

９割を超え、市平均も上回った。また、規範意

識の項目についても同様に市平均をやや上回っ

ている。 

○令和４年度の学校評価（生徒）の「先生方は、

相談しやすく適切に対応している」等において

生徒の肯定的な回答が８割を大きく超えた。 

（課題） 

○生徒一人ひとりに寄り添いながら組織的な支援

体制を継続しているが、複雑な家庭環境や保護

者の多様性もあり、より専門知識や支援体制の

構築が求められる。 

○防災・防犯に関する生徒の意識調査では、全学

年９割を超えているが、学年によって市平均を

下回っている。 

・いじめ防止や

不登校等、未

然の防止、早

期発見のため

の校内体制の

実現 

 

 

①望ましい授業環境を確立するための４

つの行動目標を推進する。 

②生徒指導部会・教育相談部会の定期的

な実施や学期の始めや終わりに、拡

大教育相談部会を計画し、特別な支

援や配慮を要する生徒の共通理解を

図る。 

③本校の実態に合わせたテーマで指導者

を招聘し、教育相談の手法や見直し

を図る校内研修会を実施する。          

①学校評価（生徒）の「先生方は、相談

しやすく適切に対応している」等にお

いては肯定的な回答が８割以上に出来

たか。 

②学校評価（保護者）の「先生方は、相

談しやすく適切に対応している」等に

おいては肯定的な回答が８割以上に出

来たか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・安心安全な学

校施設や環境

の維持管理 

・防災・防犯に

関する訓練等

の実施 

 

①安全担当を中心に、全教職員で毎月の

安全点検を確実に実施する。 

②校内巡視（１日１回以上）を行う。 

③様々な安全教室や小中連携した避難訓

練等を実践する。 

①学校評価（教職員）の学校安全・保

健・給食指導における項目で肯定的な

回答を８割以上に出来たか。 

②市生活習慣に関する調査（生徒）の項

目で防災等に関する肯定的な回答が９

割以上に出来たか。 
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開

か

れ

た

学

校 

 

（現状） 

○昨年度、学校運営協議会を年３回実施し、目指

す子どもの姿について熟議することが出来た。 

○コロナ禍において保護者や地域に対して制限さ

れた行事や学校公開となった。 

○ＰＴＡ組織の取組が、本校の教育活動の後押し

となり生徒の安心安全につながっている。 

（課題） 

○コロナ制限の緩和と共に、今年度の学校運営協

議会において目指す子どもの姿の実現に向け、

二つの区にまたがる家庭・地域の共有を図り、

その実現に向けた方策を定め行動に踏み出す。 

○コミュニティ・スクールの様子や教育活動の積

極的な発信。 

・学校運営協議

会を通じた地

域、保護者と

の協働の実践 

 

①学校運営協議会を年３回以上実施し、

生徒・保護者・地域が協働できる場面

を実現する。 

②学校ＨＰ等をより見やすく、最新情報

を積極的に配信する。 

①市生活習慣に関する調査（生徒）の項

目で地域とのかかわりに関する肯定的

な回答が６割以上に出来たか。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、授

業や行事等の教育活動の様子を伝えて

いる」において肯定的な回答を８割以

上に出来たか。 

   

  
・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

の様子や教育

活動の積極的

な情報発信 

 

 

①場合に応じて、オンライン等を活用

し、保護者会などの利便性を高める。 

②学校ＨＰや学校安心メール、ＰＴＡの

学プリ等を活用することで、教育活動

や生徒の様子を積極的に配信する。 

①保護者や地域に、学校行事を公開する

ことが出来たか。 

②学校評価（保護者）項目「学校は、授

業や行事等を参観する機会をよく設け

ている」において肯定的な回答を８割

以上に出来たか。 
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教

職

員

の

資

質

向

上 

（現状） 

○「全ての子どもたちの可能性を引き出す個別最

適な学び」を設定し学校課題研修を進める。 

○エバンジェリストを中心に、ＩＣＴ活用に係る

教職員研修を実施してきた。 

○各自月２回以上の定時退勤日を計画し、働き方

改革への意識を高めてきた。 

（課題） 

○教職員の心身の健康を維持すると共に、時間外

在校時間を短縮させることが課題である。 

○ＩＣＴの活用や知識には、教職員によって差が

見られることから、研修を深め、共有すること

が必要である。 

・ 健 康 で 明 る

く、互いに磨

き合える教職

員のチームワ

ークの向上 

 

 

 

 

 

 

①テキストや事例集を活用し、服務や教

職員事故に関する校内研修や服務に関

する振り返りアンケートを実施し、意

識を高める。 

②月２回以上の定時退勤日の実施。 

③職員とのコミュニケーションを大切に

し、取組状況や課題などを把握し、認

め・称賛・感謝し、助言や支援する。 

④教員による見合い授業を実施し、意見

交換を行うことで授業力の向上やＩＣ

Ｔ機器の活用の仕方を深める。 

⑤学年主任を中心に連携・協力体制を充

実させ、組織的な指導・支援体制を構

築する。 

①教職員事故防止に向けた研修会を年３

回以上実施できたか。 

②教職員の月２回以上の定時退勤率を８

割以上に出来たか。 

③教職員による見合い授業の実施を年２

回以上出来たか。 

④学校評価（教職員）における運営組織

に関する項目において、肯定的な回答

を８割以上に出来たか。 

 

 

 

  

 


